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会  議  議  事  録 
 

記録者  廃棄物対策Ｇ 主幹 横田 純一 

供 

 

覧 

部 長 課 長 
課長補佐 

・ ＧＬ 
主査・係長 グループ員 

     

件    名  令和元年度 第１回 龍ケ崎市廃棄物減量等推進審議会 

日    時  令和元年８月２１日（水） 午後２時２０分から午後５時００分 

場    所  龍ケ崎地方塵芥処理組合 事務棟 ３階大会議室 

主 催 者  産業経済部環境対策課 

出 席 者 【委  員】 古井 恒，田崎智宏，大野みどり，石嶋照幸，大橋実紀，大貫幸男， 

中村寿子，枡田道隆，竹添正明，大藤剛志，藤田信夫，岡林正信，外雅子， 

亀高証，松田美恵子，高原博子，杉野啓子  

【事務局】 宮川部長，富塚課長，山﨑課長補佐，宇津野主査，記録者 

【龍ケ崎地方塵芥処理組合】岡田和幸 

欠 席 者 【委  員】 仁平伸一，大竹昇，小林史人  

内    容 １ 開 会 

２ 部長あいさつ 

３ 委嘱状交付・委員自己紹介・事務局職員紹介 

４ 施設見学（くりーんプラザ・龍）  

５ 議 事 

（１） ごみ処理の現状及びごみ減量施策について 

・平成３０年度龍ケ崎市一般廃棄物処理実施計画実績報告 資料２ 

（２） キエーロモニター実績報告について 資料３ 

（３） その他 

事務局（宇津野） それでは，定刻となりましたので令和元年度第１回龍ケ崎市廃棄物減量等推進審議会

を開催いたします。まず，始めに龍ケ崎市産業経済部宮川部長よりごあいさつをいたしま

す。 

宮川部長 産業経済部長の宮川です。本日はよろしくお願いいたします。産業経済部は昨年新設

されまして，環境対策課の他に農業政策課と商工観光課，それから企業立地課の各課で

構成しています。 
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委員の皆様におかれましては，日頃より当市の環境行政にご協力を賜りまして，この場

をお借りして御礼申し上げます。また，ご多忙の中，本審議会の委員を快くお受けいただ

きまして改めて御礼申し上げます。 

さて，龍ケ崎市では平成８年に策定いたしました龍ケ崎市ごみ処理基本計画に基づき，

市民の皆さんのご協力の中，ごみ減量に取り組んできましたが，１人１日あたりのごみ量に

ついては若干の微減と，目標にはなかなか届いていないのが現状です。 

また，この会場でありますくりーんプラザ・龍の施設についても平成１１年８月から稼働し

ているところですが，最終処分場については令和１６年頃には，新たな施設の更新を迎え

ます。龍ケ崎市に関する廃棄物の課題を，様々な観点から議論していただき，活発なご意

見をいただきますようお願い申し上げます。任期は２年間となりますが，どうぞお力添えを

いただきますようお願いいたします。 

事務局（宇津野） それでは，委嘱状の交付式に移りたいと思います。代表して岡林正信様，前の方にお

願いします。 

 各委員に委嘱状手交 

事務局（宇津野） 委員の皆様は今年の７月から新たに委嘱された方々でございます。初めての審議会で

すので，委員の皆様方から自己紹介をお願いいたします。田崎委員から時計回りの順に

お願いいたします。 

 各委員及び事務局職員自己紹介 

事務局（宇津野） ありがとうございました。 

本日，仁平委員，大竹委員，小林委員は所用により欠席でございます。次に，本日会場

をお借りしております龍ケ崎地方塵芥処理組合岡田事務局長にも同席いただいておりま

す。 

岡田事務局長 岡田でございます。本日は，よろしくお願いします。 

事務局（宇津野） ありがとうございました。続きまして，施設見学に移りたいと思います。 

本日は，ごみ処理施設「くりーんプラザ・龍」の見学となりますが，ここからは龍ケ崎地方

塵芥処理組合の職員であります大橋委員にご案内いただきたいと思います。 

 それでは，よろしくお願いいたします。 

龍ケ崎地方塵芥

処理組合 

龍ケ崎地方塵芥処理組合大橋委員から，下記について，説明及び施設案内があった。 

１．ＤＶＤによる施設紹介・説明 

２．工場内見学 

事務局（宇津野） それでは，審議に入る前に本日の委員の出席者数を確認させていただきます。委員総

数２０名のうち，出席者が１７名，欠席者が３名でございます。出席委員が過半数に達して

おりますので，規定により本会議が成立したことをご報告いたします。続きまして，本審議

会は龍ケ崎市廃棄物の処理及び再生利用の促進に関する条例第３５条により，会長１名，
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副会長１名を置くこととなっております。会長，副会長を決めたいと思いますが，ご推薦さ

れる方はいらっしゃいますでしょうか。 

 各委員，推薦なし 

事務局（宇津野） ご推薦の声が無いようですので，事務局から推薦させていただいてよろしいでしょうか。 

 各委員から異議なしの声あり。 

富塚課長  それでは，ご推薦が無いようでございますので，事務局から推薦させていただきます。会

長につきましては，これまでも会長をお務めいただきました古井恒委員に，また副会長に

つきましては市議会環境生活委員会の副委員長である石嶋照幸委員を推薦します。 

事務局（宇津野） 皆様いかがでしょうか。 

 各委員から異議なしの声あり。 

事務局（宇津野） それでは，古井会長，石嶋副会長のお二人からご挨拶をお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

古井会長 只今ご指名いただきました，前回も会長を務めさせていただきました古井でございま

す。スムーズな運営をしていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

石嶋副会長 只今ご指名いただきました石嶋です。会長をしっかりサポートしていきたいと思いますの

でよろしくお願いします。 

事務局（宇津野） ありがとうございました。それでは，早速議事に入りたいと思います。議事の進行につき

ましては，古井会長にお願いしたいと思います。 

古井会長 はい，それでは始めたいと思います。よろしくお願いいたします。まず会議録の作成に

あたりましては，発言内容と発言者の氏名を記載するものといたします。また事務局で作成

した会議録につきましては，一度委員の皆様に会議録をお送りし確認していただきます。 

その後，会議録署名人の署名をもって公開というような段取りになります。それでは今回

の会議録署名人の選任でございますが，私の方から指名させていただきます。大野委員

と石嶋副会長にお願いしたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

大野，石嶋委員 両委員から了承の声あり。 

古井会長 はい，ありがとうございます。今回の議事録が作成されましたら内容を確認いただいて署

名をお願いいたします。次に審議中に各員が発言する場合には，挙手をお願いします。

指名させていただいた後にご発言をお願いいたします。 

それでは会議次第に従いまして議事を進行して参ります。まずは初めに，（１）につい

て，事務局からご説明お願いいたします。 
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事務局（山﨑） ３ 議 事 

（１） ごみ処理の現状及びごみ減量施策について 

・平成３０年度龍ケ崎市一般廃棄物処理実施計画実績報告 資料２ 

上記について説明があった。 

古井会長 はい，ありがとうございました。それでは，ご意見・ご質問がありましたら挙手をお願いし

ます。 

ごみ袋の有料化の話も出てきましたが，中々目標どおりにはいかないというのが長年委

員を務めての感想です。毎年様々な取り組みを実施しても，横ばいないし微減という風に

ごみの減量は中々簡単ではないと思います。 

富塚課長 キエーロの説明の前に一点だけ補足になりますが，実績報告書の説明の中で指定廃

棄物についての説明がありましたが，こちらは土ではなく溶融飛灰を保管しております。よ

ろしくお願いします。 

古井会長 

 

はい，それではご質問が無いようですので，また後程ご質問があればお受けいたします

ので続いて，議題（２）キエーロモニター実績報告についてに移らせていただきます。事務

局からご説明をお願いします。 

事務局（山﨑） ３ 議 事 

（２） キエーロモニター実績報告について 資料３ 

上記について説明があった。 

古井会長 はい，どうもありがとうございました。地道な実験の結果ということでご報告いただきまし

た。どなたか，ご質問はございますか。 

藤田委員 はい，中々ごみは減らないと思います。日本の人口が半分に減ればごみも減ると思いま

すがいかがですか。 

田崎委員 人口減少すればもちろんごみは減りますが，単純にそれがいいとは言えないのでバラン

スが大事だと思います。 

古井会長 経済は落ち込まないようにして人口は減らすという方法を取らないと解決は難しいのか

なと思います。 

田崎委員 資料３についてですが，個人的には，キエーロは集合住宅でもできるのが非常にいいと

思います。私も市民であったら参加したいと思っていました。 

そこで，資料３のＰ８の第７ですが，１世帯あたりの生ごみ削減量が掲載してありますが，

ごみ処理基本計画との関係を見るために１人１日あたりの生ごみ削減量を表記してほしい

と思います。 

その上で１人１日あたりの生ごみ削減量を推測すると約１００ｇ減るというので，モニター

世帯は既に市の目標値を達成できる見込みとなります。やはり，生ごみを削減できるのは

大きなインパクトだと思っています。今後，生ごみ処理機の購入補助の要件緩和も含めて
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どうしていくのかというところかなと思います。 

また，今回は二人以上の世帯を対象に募集されましたが，単身世帯の方でもよいので

はと思いました。 

さらに，観察記録の提出が面倒と感じて，中々応募できなかった方もいるのかなと感じま

した。そこで，観察記録そのものが宣伝効果になるようなＳＮＳ等の活用も考えてみる必要

があると思いました。以前モニターをやられていた方にはアドバイスをもらうなど，報告と宣

伝を同時にしていくと一般の市民の方にも情報が届くのではないかと考えます。 

そうすると参加者が 100 世帯行くかもしれないのでもうちょっと工夫をしてもいいのでは

ないでしょうか。 

古井会長 はい，ありがとうございました。 

専門家のご意見をいただきましたが，確かにどうしても生ごみは出ます。これをどう少な

くするかが大事なことだと思いますし，宣伝の仕方の工夫も考えていただけたらと思いま

す。 

また，人口が半分になるとごみも減るとのご意見もありましたが，これから人口は間違い

なく減ります。ただ，ごみが同じように減るかというと，必ずしもそうとは言えない部分もあり

ます。龍ケ崎市でいうと人口は減っていますが世帯数は増えている状況です。世帯と人口

のバランスがあって，ごみの発生にも影響してくると考えます。 

宮川部長 参考ですが，社会保障人口問題研究所が昨年出したデータによれば，龍ケ崎市は来

年２０２０年には約７６，０００人（７６，００５人），２０２５年には約７２，９００人（７２，８５９人），２

０３０年には約６９，１００人（６９，１０７人），２０４５年には約５５，６００人（５５，５９７人）になる

という推計が出ています。 

富塚課長 先程，田崎委員からご指摘いただきました資料３のキエーロモニター実績報告について

は，１人１日あたりの生ごみ削減量に修正したいと思います。また，宣伝についても行政と

しては不得意な部分かもしれませんが，工夫に努めていきたいと思います。 

また，皆さんにお配りしましたごみの出し方チラシの裏面下部に生ごみ処理容器の購入

補助制度を掲載していますが，今まで電気を使うものと使わないものがありましたが，それ

らに土壌混合型の電気を使わないキエーロを追加して募集を行っています。キエーロに

ついては，Ｈ３０は利用されたのは１世帯だけですが，認知度アップも含めてＰＲしていきた

いと思います。 

古井会長 ２０３０年には７万人を切ってしまうという衝撃のデータがありましたが，人口が減っていく

ということは頭に入れておきながら，ごみの現状についても考えていきたいと思います。 

その他にご質問ありましたら，挙手をお願いします。 

亀高委員 質問ですが，キエーロに使う黒土は，何か特別な微生物が入っているようなものでしょう

か。 

事務局（山﨑） 土の中には微生物がいますので，黒土については，ホームセンター等で販売されてい

る一般的なもので結構です。 
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古井会長 他にご質問はいかがですか。農業の専門家でいらっしゃいます大藤委員はいかがでし

ょうか。 

大藤委員 土の中の微生物を利用して分解していき，一部はたい肥利用もできるというものですよ

ね。家庭菜園をしている世帯は問題ないと思いますが，していない世帯のたい肥の利用

方法などについても考える必要があるのではないでしょうか。 

事務局（山﨑） はい，生ごみが分解された栄養のある黒土をたい肥として使っていただいてもよいです

し，キエーロの製造元に問い合わせしたところ，黒土については理論上入れ替える必要は

ないとの回答をいただいています。 

田崎委員 たい肥利用についてはあまり想定されていないようです。そのまま土に還すという使い

方になるようです。 

大藤委員 土はほとんど増えないということなのですね。 

富塚課長 はい，たい肥にしないと循環しないというものではなく，そのまま使い続けることが可能で

す。 

事務局（山﨑） 一つ補足ですが，キエーロモニターについては１０世帯募集しまして５世帯の応募でし

たが，今回使用したのはベランダ de キエーロという商品で，集合住宅でも使えるものでし

て，マンションやアパート等にお住まいの方々からもお問合せが来たのですが，設置につ

いては管理組合や管理会社の許可が必要な場合もあったためか，中々応募し辛い部分も

あったものと推測されます。 

古井会長 ありがとうございました。集合住宅の制約がどうしてもあるということですね。その他ござい

ますか。 

松田委員 本当にわかりやすい報告書をいただきまして，ありがとうございました。私も気が付かな

かったのですが，これを生かした上での，市のこれからの取り組み等はいかがですか。 

事務局（山﨑） モニターについては平成３０年度限りということで実施いたしました。今後については，

龍ケ崎市生ごみ処理機等購入補助制度を継続していくのですが，キエーロの補助につい

て補助要件の緩和も含めて導入しやすいような検討も必要かと思います。 

松田委員 市民としては補助額が増えればありがたいのですが，一般市民に伝わるまでには，また

違う方法でやらないといけないのかなと思います。虫が湧いたりするとベランダに中々置き

づらい部分があるので，１，０００世帯は難しいのではないかと思いますが。それと，一度実

物が見たいと思いました。 

事務局（山﨑） モニターに貸与していないものを市役所環境対策課前で展示していたのですが，スペ

ースの問題で現在は撤去しております。 

なお，市広報紙りゅうほー８月後半号にモニターの実験結果について周知を図っていま

す。 

また，田崎委員からご指摘がありましたとおり，キエーロの１人１日あたりの生ごみの削減
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量を追加させていただき，市公式ＨＰ等に掲載していきたいと思います。 

古井会長 はい，ありがとうございました。 

田崎委員 無償貸与できなかった残りのキエーロがあるのでしたら，もう一度今年募集してもいいの

ではないかと思いますがいかがでしょうか。 

事務局（山﨑） モニターは１０世帯の募集をしたのですが，元々前任者が７基を購入していたので，３機

を追加購入する予定でしたが，結果的にモニターの応募が５世帯だったので，３機の追加

購入はせず，現在の残りは２基となっています。その内の１基を先程もご説明いたしました

とおり市庁舎環境対策課前で展示しておりました。もう 1基については，お昼に出前を取る

職員もいて，生ごみが出ますので市職員が実験してみるという案もあるのですが，なかな

か実行に移せていない状況です。いずれにしても，２基しかないということでご理解いただ

ければと思います。 

古井会長 よく分かりました。他にありましたら挙手をお願いします。ここだけは聞いておきたいとい

うところ等があればお願いします。 

田崎委員 国全体での話となりますと，５月に食品ロス関連の法律が公布されているということと，６

月に開催されたＧ２０（金融・世界経済に関する首脳会合）で海洋プラスチック問題が主要

テーマとして取り上げられました。 

これらについては，今年度は難しいと思いますが，来年度からの取り組みの中で何をや

っていくということが重要な部分になってきますので，今の内から検討しておいていただき

たいというのが国の立場からの助言です。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局（山﨑） はい。食品ロス削減につきましては，平成３１年３月の審議会で単年度計画についてご

審議いただきましたが，その中で今年度は市内の飲食店組合等に対して食品ロス削減の

周知やお願いをしていきたいと考えております。よろしくお願いします。 

古井会長 ありがとうございました。そろそろお時間ですので，進行を事務局へお返ししたいと思い

ます。 

事務局（宇津野） 長時間にわたり，ご審議いただきましてありがとうございました。次回につきましては，12

月頃の開催を予定しております。事務局からお知らせいたします。会議録は事務局で作

成し，後日確認等していただきますのでよろしくお願い申し上げます。 

それから委員報酬につきましては，ご提出いただいた振り込み先に振り込みさせていた

だきますが，継続の方で振込先に変更がある場合や書類の提出がある方につきまして

は，この後ご提出いただきますようお願いいたします。 

事務局（宇津野） 以上で令和元度第１回廃棄物減量等推進審議会を閉会いたします。大変お疲れ様で

した。 
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